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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレスローカルエリアネットワークおよび携帯電話ネットワークの統合システムで
サービスを整合させる方法において、
　ユーザ機器がワイヤレスローカルエリアネットワークおよび携帯電話ネットワークに同
時にアクセスする能力に従って前記システムにアクセスするユーザ機器のタイプを分類す
るステップと、
　前記ワイヤレスローカルエリアネットワークと前記携帯電話ネットワークの間の統合レ
ベルを識別するステップと、
　前記ユーザ機器のタイプおよび前記統合レベルに基づいて、入来する移動体セッション
終了についての変更を前記ユーザ機器へ送信するステップと、
　前記ユーザ機器のタイプおよび前記統合レベルに基づいて、ユーザトラフィックを前記
ユーザ機器へルーティングするステップと
　を含むことを特徴とする、サービスを整合させる方法。
【請求項２】
　前記ユーザ機器のタイプが、ワイヤレスローカルエリアネットワークアクティブモード
および携帯電話アクティブモードで動作可能なユニットを含み、それにより該ユニットは
、ワイヤレスローカルエリアネットワークおよび携帯電話の両方の無線チャネルでデータ
を同時に送受信する機能を有し、
　前記ユーザ機器のタイプが、ワイヤレスローカルエリアネットワークアイドルモードお
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よび携帯電話アイドルモードで同時に動作可能なユニットを含み、それにより該ユニット
は、ワイヤレスローカルエリアネットワークアクティブモードまたは携帯電話アクティブ
モードのいずれかの機能を備えるが、同時に両方は備えず、前記ユニットは、ワイヤレス
ローカルエリアネットワークおよび携帯電話ネットワークの両方で同時にデータ信号・制
御メッセージを送受信することが可能であるが、ワイヤレスローカルエリアネットワーク
無線チャネルおよび携帯電話無線チャネルの一方でのみユーザ転送指示データを送受信す
ることが可能であり、
　前記ユーザ機器のタイプが、アイドルモードおよびアクティブモードのいずれの間も、
ワイヤレスローカルエリアネットワークモードまたは携帯電話モードのいずれかで動作可
能であるが、同時に両方では動作可能でないユニットを含む
　ことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記統合レベルの分類を提供するステップをさらに含み、レベル０統合は、前記ワイヤ
レスローカルエリアネットワークと前記携帯電話ネットワークの間に所定のデータ信号・
制御情報を交換するための接続およびユーザ転送指示データを交換するための接続を提供
せず、レベル１統合は、前記ワイヤレスローカルエリアネットワークと前記携帯電話ネッ
トワークの間に前記所定のデータ信号・制御情報を交換するための接続を提供するがユー
ザ転送指示データを交換するための接続を提供せず、レベル２統合は、前記ワイヤレスロ
ーカルエリアネットワークと前記携帯電話ネットワークの間に所定のデータ信号・制御情
報を交換するための接続を提供するとともにユーザ転送指示データを交換するための接続
を提供することを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記所定のデータ信号・制御情報が、呼またはセッションの設定に関連するデータ信号
・制御情報を含むことを特徴とする請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記ユーザ機器のタイプおよび前記統合レベルが、前記ユーザ機器が前記携帯電話ネッ
トワークおよび前記ワイヤレスローカルエリアネットワークの少なくとも一方から情報を
受信することができないものである場合、前記携帯電話ネットワークおよび前記ワイヤレ
スローカルエリアネットワークの一方が、前記ユーザ機器との通信の利用可能性に従って
、前記携帯電話ネットワークおよび前記ワイヤレスローカルエリアネットワークの他方を
通じて前記ユーザ機器に変更情報を提供し、
　前記ユーザ機器のタイプおよび前記統合レベルが、前記ユーザ機器が前記携帯電話ネッ
トワークおよび前記ワイヤレスローカルエリアネットワークの両方から情報を受信するも
のである場合、前記携帯電話ネットワークおよび前記ワイヤレスローカルエリアネットワ
ークの一方が前記ユーザ機器に変更情報を提供する
　ことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記ユーザ機器のタイプおよび前記統合レベルが、前記ユーザ機器が前記携帯電話ネッ
トワークおよび前記ワイヤレスローカルエリアネットワークの少なくとも一方から情報を
受信することができないものである場合、前記携帯電話ネットワークおよび前記ワイヤレ
スローカルエリアネットワークの一方が、前記ユーザ機器との通信の利用可能性に従って
、前記携帯電話ネットワークおよび前記ワイヤレスローカルエリアネットワークの他方を
通じて前記ユーザ機器に変更情報を提供し、
　前記ユーザ機器のタイプおよび前記統合レベルが、前記ユーザ機器が前記携帯電話ネッ
トワークおよび前記ワイヤレスローカルエリアネットワークの両方から情報を受信するも
のである場合、前記携帯電話ネットワークが、前記携帯電話ネットワークから前記ユーザ
機器への通信に関する変更情報を提供し、
　前記ユーザ機器のタイプおよび前記統合レベルが、前記ユーザ機器が前記携帯電話ネッ
トワークおよび前記ワイヤレスローカルエリアネットワークの両方から情報を受信するも
のである場合、前記ワイヤレスローカルエリアネットワークが、前記ワイヤレスローカル
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エリアネットワークから前記ユーザ機器への通信に関する変更情報を提供する
　ことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　変更を受信した後、所定の基準に従って接続ステータスを変更するステップをさらに含
み、該所定の基準がサービス品質を含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　ワイヤレスローカルエリアネットワークおよび携帯電話ネットワークの複数の統合シス
テムでサービスを整合させる方法において、
　ユーザ機器がワイヤレスローカルエリアネットワークおよび携帯電話ネットワークに同
時にアクセスする能力に従って前記システムにアクセスするユーザ機器のタイプを分類す
るステップと、
　前記ワイヤレスローカルエリアネットワークと前記携帯電話ネットワークの間の統合レ
ベルを識別するステップと、
　前記ユーザ機器がローカルエリアネットワークサービスおよび携帯電話ネットワークサ
ービスを同時に提供する場合、共用サービスのために、入来する移動体セッション終了に
ついての変更を前記ユーザ機器へ送信するステップと、
　前記ユーザ機器がローカルエリアネットワークサービスおよび携帯電話ネットワークサ
ービスを同時機能なしで提供する場合、非共用サービスのために、入来する移動体セッシ
ョン終了についての変更を前記ユーザ機器へ送信するステップと、
　前記ユーザ機器のタイプおよび前記統合レベルに基づいて、ユーザトラフィックを前記
ユーザ機器へルーティングするステップと
　を含むことを特徴とする、サービスを整合させる方法。
【請求項９】
　前記ユーザ機器がローカルエリアネットワークサービスおよび携帯電話ネットワークサ
ービスを同時に提供する場合、アイドルモードにある時に、非アクティブモードで同時に
動作する能力に従って前記ユーザ機器を分類するが、前記ユーザ機器のアクティブ状態に
おいて、非共用サービスのために、入来する移動体セッション終了についての変更を前記
ユーザ機器へ送信するステップをさらに含むことを特徴とする請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　入来する移動体セッション終了についての変更を前記ユーザ機器へ送信する前記ステッ
プが、入来するセッションを示すために前記ユーザ機器を呼び出すために前記変更を送信
すること、および前記ユーザ機器とセッションを確立するために前記変更を送信すること
を含むことを特徴とする請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　ワイヤレスローカルエリアネットワークおよび携帯電話ネットワークの複数の統合シス
テムを有する携帯電話通信サービスを提供するネットワークにおいて、
　ユーザ機器がワイヤレスローカルエリアネットワークおよび携帯電話ネットワークに同
時にアクセスする能力に従って前記システムにアクセスするユーザ機器のタイプを分類す
る構成と、
　前記ワイヤレスローカルエリアネットワークと前記携帯電話ネットワークの間の統合レ
ベルを識別する構成と、
　前記ユーザ機器のタイプおよび前記統合レベルに基づいて、入来する移動体セッション
終了についての変更を前記ユーザ機器へ送信する構成と、
　前記ユーザ機器のタイプおよび前記統合レベルに基づいて、ユーザトラフィックを前記
ユーザ機器へルーティングする構成と
　を備えたことを特徴とするネットワーク。
【請求項１２】
　前記ネットワークが、前記ワイヤレスローカルエリアネットワークと携帯電話ネットワ
ークの間に所定のデータ信号・制御情報を交換するための接続を提供するがユーザ転送指
示データを交換するための接続を提供しない場合、前記ネットワークは、前記携帯電話ネ
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ットワークシステムと通信するユーザ機器に、前記ワイヤレスローカルネットワークから
受信される変更情報を提供し、前記ユーザ機器が変更データを直接受信する機能を有する
場合、該変更データを生成する前記ネットワークが、前記ユーザ機器に該変更データを提
供することを特徴とする請求項１１に記載のネットワーク。
【請求項１３】
　ワイヤレスローカルエリアネットワークおよび携帯電話ネットワークの複数の統合シス
テムでサービスを整合させる方法において、
　ユーザ機器がワイヤレスローカルエリアネットワークおよび携帯電話ネットワークに同
時にアクセスする能力に従って前記システムにアクセスするユーザ機器のタイプを分類す
るステップと、
　前記ワイヤレスローカルエリアネットワークと前記携帯電話ネットワークの間の統合レ
ベルを識別するステップと、
　前記ユーザ機器のタイプおよび前記統合レベルに基づいて、入来する移動体セッション
終了についての変更を前記ユーザ機器へ送信するステップと、
　前記ユーザ機器のタイプおよび前記統合レベルに基づいて、ユーザトラフィックを前記
ユーザ機器へルーティングするステップと
　を含むことを特徴とする、サービスを整合させる方法。
【請求項１４】
　少なくとも１つの重なり合う地理的カバレジエリアを有するワイヤレスローカルエリア
ネットワークおよび携帯電話ネットワーク、ならびにある統合レベルと、
　前記地理的カバレジエリア内に位置し、前記ワイヤレスローカルエリアネットワークお
よび前記携帯電話ネットワークへの同時アクセス機能に関してあるタイプを有する少なく
とも１つのユーザ機器と、
　前記ユーザ機器のタイプおよび前記統合レベルに基づく、前記ワイヤレスローカルエリ
アネットワークと前記携帯電話ネットワークの間のデータ信号接続と、
　前記ユーザ機器のタイプおよび前記統合レベルに基づく、前記ワイヤレスローカルエリ
アネットワークと前記携帯電話ネットワークの間のユーザトラフィック接続と
　を備えたことを特徴とするワイヤレス通信システム。
【請求項１５】
　前記ユーザ機器が前記ワイヤレスローカルエリアネットワークに関してアイドルであり
前記携帯電話ネットワークに関してアクティブである時、前記ワイヤレスローカルエリア
ネットワークが、前記携帯電話ネットワークを通じて前記ユーザ機器へメッセージを送信
することによって、入来するワイヤレスローカルエリアネットワーク伝送について前記ユ
ーザ機器に通知することを特徴とする請求項１４に記載のシステム。
【請求項１６】
　前記ユーザ機器が前記ワイヤレスローカルエリアネットワークに関してアクティブにさ
れ、前記入来する伝送が、前記ワイヤレスローカルエリアネットワークを通じて前記ユー
ザ機器へ送信されることを特徴とする請求項１５に記載のシステム。
【請求項１７】
　前記ユーザ機器が前記ワイヤレスローカルエリアネットワークに関してオフであること
を特徴とする請求項１５に記載のシステム。
【請求項１８】
　前記ユーザ機器が前記携帯電話ネットワークに関してアイドルであり前記ワイヤレスロ
ーカルエリアネットワークに関してアクティブである時、前記携帯電話ネットワークが、
前記ワイヤレスローカルエリアネットワークを通じて前記ユーザ機器へメッセージを送信
することによって、入来する携帯電話ネットワーク伝送について前記ユーザ機器に通知す
ることを特徴とする請求項１４に記載のシステム。
【請求項１９】
　前記ユーザ機器が前記携帯電話ネットワークに関してアクティブにされ、前記入来する
伝送が、前記携帯電話ネットワークを通じて前記ユーザ機器へ送信されることを特徴とす
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る請求項１８に記載のシステム。
【請求項２０】
　前記ユーザ機器が前記携帯電話ネットワークに関してオフであることを特徴とする請求
項１８に記載のシステム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ワイヤレスローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）・携帯電話統合システ
ムに関する。より詳細には、本発明は、ＷＬＡＮ・携帯電話共同システムの統合（integr
ation）レベルによって影響を受ける移動体着信プロセスの実装に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ＷＬＡＮ・携帯電話システムは、端末クラスおよびネットワーク整合（コーディネイト
）を含む。このクラス分類は、ＧＰＲＳ(General Packet Radio Services)における回線
交換（ＣＳ）およびパケット交換（ＰＳ）ドメインサービスの整合に類似している。
【０００３】
　図１に示すように、ある特定の地理的エリアにおいて、ＷＬＡＮおよび携帯電話の両方
のカバレジが存在することがある。図１において、エリアＡではＷＬＡＮサービスが、エ
リアＣでは携帯電話サービスが、そしてエリアＢでは両方のサービスが利用可能である。
ユーザ機器（ＵＥ）は、ＷＬＡＮおよび携帯電話の両方のモデムをサポートすることが可
能となり、多重モード動作のさまざまな機能を有するであろう。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　移動体発信プロセスは、ＷＬＡＮ・携帯電話共同システムの統合レベルによって影響を
受けない。しかし、移動体着信プロセスは、入来する移動体セッション終了（incoming m
obile terminated session）／呼についてのＵＥ変更（あるいはページング）や、ＵＥへ
のユーザトラフィックのルーティング等、統合レベルによって影響を受ける。したがって
、移動体着信プロセスを実装するための方法およびシステムが必要とされている。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明は、ユーザ・ネットワーク間のさまざまなシナリオについて、ＷＬＡＮ・携帯電
話共同システムの統合レベルによって影響を受ける移動体着信プロセスを実装する方法お
よびシステムである。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００６】
　前置きとして、本明細書で用いられる場合、ユーザ機器（ＵＥ）には、以下のものに限
定されないが、ワイヤレス送受信ユニット（ＷＴＲＵ）、移動体、移動局、ワイヤレス機
能（内蔵でも外付けでもよい）を有するコンピュータ、固定または移動加入者ユニット、
ページャ、または任意のタイプのワイヤレス環境で動作可能な任意の他のデバイスが含ま
れる。ワイヤレス環境のタイプの例としては、以下のものに限定されないが、ＷＬＡＮ、
携帯電話ネットワーク、および公衆地上移動通信ネットワーク（ＰＬＭＮ）がある。さら
に、ＵＥは、便宜上（例えば、より大きいキーパッドがある）コンピュータに接続されて
もよいし、望みのいかなるコンピューティング機能をも実行する組込みプロセッサを有し
ていてもよい。
【０００７】
　以下で言及される場合、基地局（ＢＳ）には、以下のものに限定されないが、ノードＢ
、サイトコントローラ、またはワイヤレス環境における任意の他のタイプのインタフェー
スデバイスが含まれる。
【０００８】
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　ＷＬＡＮ・携帯電話共同システム（すなわち、ＷＬＡＮと携帯電話ネットワークが、図
１に示すように、少なくとも１つの重なり合うカバレジエリアを有する）の場合、特定の
ＷＬＡＮ・携帯電話共同システムの統合レベルによって影響を受ける２つの基本的な移動
体着信プロセスがある。この２つの基本的プロセスは、入来セッション／呼についてのＵ
Ｅ変更（あるいはページング）およびＵＥへのセッションの確立（すなわちユーザトラフ
ィックのルーティング）である。本明細書に記載の方法およびシステムは、これら２つの
プロセスを実装するための種々のオプションを提供するが、いかなるタイプの移動体着信
プロセスを実装するために用いられてもよい。
【０００９】
　通常、ＵＥは、少なくとも２つの通信モード、すなわちアイドルモードおよびアクティ
ブモードを有する。アイドルモードでは、ＵＥはユーザ転送指示データ（トラフィックデ
ータ）を送受信せず、例えばネットワークとの間でのブロードキャストメッセージやペー
ジングメッセージのようなデータ信号（シグナリング）・制御メッセージを送受信するこ
とができるだけである。アクティブモードでは、ＵＥはユーザ転送指示データを送受信す
ることが可能であり、データ信号・制御メッセージも送受信することができる。
【００１０】
　本発明によれば、ＵＥはクラスによって規定される。ＵＥのクラス分類は、回線サービ
スおよびパケットサービスに対するＧＰＲＳのＵＥクラス分類に対応しており、クラスＡ
、クラスＢ、およびクラスＣという３つのクラス分類を含む。クラスＡのＵＥは、同時に
ＷＬＡＮアクティブモードおよび携帯電話アクティブモードになることが可能である。す
なわち、クラスＡのＵＥは、ＷＬＡＮおよび携帯電話の両方の無線チャネルでデータを同
時に送受信することができる。クラスＢのＵＥは、同時にＷＬＡＮアイドルモードおよび
携帯電話アイドルモードになることが可能である。しかし、クラスＢのＵＥは、ＷＬＡＮ
アクティブモードまたは携帯電話アクティブモードのいずれかにしかなることができず、
同時に両方のモードになることはできない。すなわち、クラスＢのＵＥは、ＷＬＡＮおよ
び携帯電話の両方のネットワークとの間で同時にデータ信号・制御メッセージを送受信す
ることはできるが、いかなる時点においても、ＷＬＡＮ無線チャネルまたは携帯電話無線
チャネルのいずれか一方でしかユーザ転送指示データを送受信することができず、両方で
送受信することはできない。クラスＣのＵＥは、ＷＬＡＮモードまたは携帯電話モードの
いずれかになることが可能であるが、（アイドルモードまたはアクティブモードの間に）
同時に両方のモードになることはできない。
【００１１】
　本発明の一実施形態によれば、これらのクラスは、第３の通信モード（以下、「オフモ
ード」という）をサポートする。このモードによれば、２つのネットワークタイプの一方
（すなわち、ＷＬＡＮまたは携帯電話）との通信をサポートするＵＥの回路へのハードウ
ェア電力供給を切断しながら、他方のネットワークタイプとの通信をサポートするＵＥの
回路には（アイドルまたはアクティブのいずれかで）電力供給を続ける。オフモードは、
ＵＥのエネルギー消費を削減するので、バッテリ寿命が延び、向上する。
【００１２】
　オフモードの実装は、クラス分類および統合レベルによって異なる。一般に、ＵＥは、
第１のネットワークに関してはオフであり、第２のネットワークに関してはアイドルまた
はアクティブであることが可能である。ＵＥは、第１ネットワークに関してオフであって
も、２つのネットワーク間のデータ信号・制御接続経由で（すなわち、後述のレベル１統
合以上で）、入来する「第１ネットワーク」伝送について通知を受ける可能性がある。通
知があると、ＵＥは、そのクラス分類により規定される機能によって、第１ネットワーク
に関して自分自身をアクティブにし、その伝送を受信する。レベル２統合がある場合、Ｕ
Ｅは、単に第２ネットワークを通じてその伝送を受信するという追加オプションを有する
。もちろん、ＵＥは、伝送を受信するためにどのネットワークを使用する場合でも、その
ネットワークに関してアクティブとならなければならない。
【００１３】
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　ＷＬＡＮと携帯電話ネットワークの統合（統合）は、統合レベルによって規定される。
レベル０統合は、呼／セッション設定関連のデータ信号・制御情報を交換するための接続
（コネクション）がＷＬＡＮと携帯電話ネットワークの間に存在しないことを意味する。
ただし、認証・許可・課金（ＡＡＡ）機能のような、顧客管理関連のデータ信号・制御情
報を交換するための接続は存在してもよい。また、ユーザ転送指示データを交換するため
の接続も存在しない。レベル１統合は、呼／セッション設定関連のデータ信号・制御情報
を交換するための接続がＷＬＡＮと携帯電話ネットワークの間に存在することを意味する
。しかし、ユーザ転送指示データを交換するための接続は存在しない。レベル２統合は、
呼／セッション設定関連のデータ信号・制御情報を交換するための接続がＷＬＡＮと携帯
電話ネットワークの間に存在することを意味する。ユーザ転送指示データを交換するため
の接続も存在する。
【００１４】
　上記のＵＥクラスおよびネットワーク統合レベルの種々の組合せを考慮することによっ
て、次のようなユーザ・ネットワークシナリオが得られる。
【００１５】
【表１】

【００１６】
　まず図２を参照する。図２は、ＷＬＡＮ・携帯電話共同システムのユーザ・ネットワー
クシナリオＡ０を示している。ＷＬＡＮ、携帯電話ネットワーク、およびＵＥはそれぞれ
１２、１４、および１６で示されている。前述のように、クラスＡのＵＥは、同時にＷＬ
ＡＮアクティブモードおよび携帯電話アクティブモードになることが可能である。ユーザ
・ネットワークシナリオＡ０では、ユーザトラフィック接続１８およびデータ信号・制御
接続２０が、ＵＥ１６と、それぞれのネットワーク１２、１４との間に存在する。
【００１７】
　ＵＥ１６が携帯電話ネットワーク１４およびＷＬＡＮ１２に関してアイドルである時、
携帯電話ネットワーク１４およびＷＬＡＮ１２は、それぞれのトラフィック用およびデー
タ信号用の無線チャネルを用いて、整合せず独立に、ＵＥ１６を呼び出してＵＥ１６への
セッションを確立することができる。すなわち、シナリオＡ０では、携帯電話ネットワー
クで動作中のＵＥが、入来するＷＬＡＮ１２伝送を受信する場合、ＷＬＡＮ１２は、携帯
電話ネットワーク１４とは独立にＵＥ１６に通知しなければならず、その逆も同様である
。このシナリオでは、ＵＥ１６はクラスＡである（すなわち、両方のネットワークに関し
てアクティブになることができる）ので、ＵＥ１６がＷＬＡＮ１２に関してアクティブで
あり、携帯電話ネットワーク１４に関してアイドルである時、携帯電話ネットワーク１４
は独立にＵＥ１６を呼び出してＵＥ１６へのセッションを確立することができる。同様に
、ＵＥ１６が携帯電話ネットワーク１４に関してアクティブであり、ＷＬＡＮ１２に関し
てアイドルである時、ＷＬＡＮ１２は独立にＵＥ１６を呼び出してＵＥ１６へのセッショ
ンを確立することができる。
【００１８】
　次に図３を参照する。図３は、ユーザ・ネットワークシナリオＡ１を示している。シナ
リオＡ１は、シナリオＡ０と同じクラスのＵＥ１６（クラスＡ）を含むが、統合レベルは
より高くなっている。シナリオＡ１では、データ信号・制御接続２２がＷＬＡＮ１２と携
帯電話ネットワーク１４の間に存在するので、シナリオＡ０よりも統合レベルが高いこと
が考慮されている。
【００１９】
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　このシナリオでは、ＵＥ１６が携帯電話ネットワーク１４およびＷＬＡＮ１２の両方に
関してアイドルである時、ネットワーク１２、１４の両方が、ＷＬＡＮ１２と携帯電話ネ
ットワーク１４の間のデータ信号接続２２を用いて整合して、または整合せず独立に、Ｕ
Ｅ１６を呼び出すことができる。しかし、ＷＬＡＮ１２と携帯電話ネットワーク１４は、
それぞれのネットワークを通じて独立にセッションを確立（すなわち、ユーザトラフィッ
クをルーティング）しなければならない。というのは、２つのネットワーク１２、１４の
間にはデータ信号・制御接続２２は存在するが、ユーザトラフィック接続は存在しないか
らである。
【００２０】
　ＵＥ１６が携帯電話ネットワーク１４に関してアイドルであり、ＷＬＡＮ１２に関して
アクティブである時、携帯電話ネットワーク１４は、ＷＬＡＮ１２と携帯電話ネットワー
ク１４の間のデータ信号接続２２を用いてＷＬＡＮ１２の無線チャネル経由で、または整
合せず独立に、ＵＥ１６を呼び出すことができる。このシナリオでは、データ信号は、携
帯電話ネットワーク１４によって送信されているトラフィック内に埋め込まれてもよく、
ＷＬＡＮ１２のデータ信号チャネル上で別個に送信されてもよい。この場合も、ユーザト
ラフィック接続が存在しないので、携帯電話ネットワーク１４は携帯電話ネットワーク１
４を通じて独立にセッションを確立しなければならない。すなわち、ＵＥ１６がＷＬＡＮ
１２でアクティブであるか、さもなければ動作中（例えばデータを送受信中）であり、入
来する携帯電話の伝送を受信する時、ＵＥ１６は、ＷＬＡＮ１２を通じてその伝送を受信
するというオプションを有していない。その代わりに、ＵＥ１６がその伝送を受信したけ
れば、ＵＥ１６は携帯電話１４モードに切り替わらなければならない。ユーザの視点から
見ると、携帯電話１４モードへの切替は、公衆交換電話網（ＰＳＴＮ）におけるコールウ
ェイティングを用いた、ある通話から別の通話への切替に類似している。
【００２１】
　ＵＥ１６が携帯電話ネットワーク１４に関してアクティブであり、ＷＬＡＮ１２に関し
てアイドルである時、ＷＬＡＮ１２は、ＷＬＡＮ１２と携帯電話ネットワーク１４の間の
データ信号接続２２を用いて携帯電話ネットワーク１４の無線チャネル経由で、または整
合せず独立に、ＵＥ１６を呼び出すことができる。この場合、データ信号は、ＷＬＡＮ１
２によって送信されているトラフィック内に埋め込まれてもよく、ＷＬＡＮのデータ信号
チャネル上で別個に送信されてもよい。ユーザトラフィック接続が存在しないので、携帯
電話ネットワーク１４に関して上記で説明したように、ＷＬＡＮ１２はＷＬＡＮ１２を通
じて独立にセッションを確立しなければならない。
【００２２】
　次に図４を参照する。図４は、ユーザ・ネットワークシナリオＡ２を示している。この
シナリオでも、ＵＥ１６はクラスＡであるが、統合レベルがシナリオＡ１の場合よりも高
い。統合レベルが高くなっている理由は、シナリオＡ２では、２つのネットワーク間にデ
ータ信号・制御接続２２だけでなく、ユーザトラフィック接続２４も存在するからである
。ＵＥ１６が携帯電話ネットワーク１４およびＷＬＡＮ１２に関してアイドルである時、
ＷＬＡＮ１２および携帯電話ネットワーク１４は、ＷＬＡＮ１２と携帯電話ネットワーク
１４の間のデータ信号接続２２を用いて整合して、または整合せず独立に、ＵＥ１６を呼
び出すことができる。ＷＬＡＮ１２は、携帯電話ネットワーク１４経由でセッションを確
立することができる。同様に、携帯電話ネットワーク１４は、ＷＬＡＮ１２経由でセッシ
ョンを確立することができる。これらは、それぞれのネットワークを通じて独立にセッシ
ョンを確立してもよい。
【００２３】
　ＵＥ１６が携帯電話ネットワーク１４に関してアイドルであり、ＷＬＡＮ１２に関して
アクティブである時、携帯電話ネットワーク１４は、ＷＬＡＮ１２と携帯電話ネットワー
ク１４の間のデータ信号接続２２を用いてＷＬＡＮ１２の無線チャネル経由で、または整
合せず独立に、ＵＥ１６を呼び出すことができる。携帯電話ネットワーク１４は、ＷＬＡ
Ｎ１２経由で、または携帯電話ネットワーク１４を通じて独立に、セッションを確立する
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ことができる。すなわち、このシナリオでは、ＵＥ１６は、入来する携帯電話ネットワー
ク１４の伝送を、携帯電話ネットワーク１４経由またはＷＬＡＮ１２経由のいずれでも望
み通りに受信することができる。この状況も、ＰＳＴＮにおいてコールウェイティングを
用いる場合に類似しているが、今度の場合、ユーザは、いずれのネットワークで伝送を受
信したいかを選択することができる。なお、コールウェイティングは、本発明を説明する
ために単に例として用いているに過ぎないことに留意されるべきである。
【００２４】
　同様に、ＵＥ１６が携帯電話ネットワーク１４に関してアクティブであり、ＷＬＡＮ１
２に関してアイドルである時、ＷＬＡＮ１２は、ＷＬＡＮ１２と携帯電話ネットワーク１
４の間のデータ信号接続２２を用いて携帯電話ネットワーク１４の無線チャネル経由で、
または整合せず独立に、ＵＥ１６を呼び出すことができる。ＷＬＡＮ１２は、携帯電話ネ
ットワーク１４経由で、またはＷＬＡＮ１２を通じて独立に、セッションを確立すること
ができる。すなわち、このシナリオでも、ＵＥ１６は、入来するＷＬＡＮ１２の伝送を、
ＷＬＡＮ１２経由または携帯電話ネットワーク１４経由のいずれでも望み通りに受信する
ことができる。
【００２５】
　次に図５を参照する。図５は、ユーザ・ネットワークシナリオＢ０を示している。シナ
リオＢ０～Ｂ２では、ＵＥはクラスＢであるため、これらの各シナリオは２つのサブシナ
リオ５２、５４を含む。各サブシナリオは、ＵＥ５６、ＷＬＡＮ５８、および携帯電話ネ
ットワーク６０を含む。
【００２６】
　クラスＢのＵＥは、同時に携帯電話ネットワークアイドルモードおよびＷＬＡＮアイド
ルモードになることも可能であるが、携帯電話アクティブモードおよびＷＬＡＮアクティ
ブモードの一方にしかなれない。ＵＥ５６と両方のネットワーク５８、６０との間には（
ＵＥ変更（alter）のための）データ信号・制御接続が存在するが、トラフィックセッシ
ョン接続は、一度に１つのネットワークとの間でしか確立することができない。サブシナ
リオ５２では、ＵＥ５６とＷＬＡＮ５８の間にユーザトラフィック接続６２が存在する。
サブシナリオ５４では、ＵＥ５６と携帯電話ネットワーク６０の間にユーザトラフィック
接続６２が存在する。いずれのサブシナリオとも、ＵＥ５６と各ネットワーク５８、６０
との間にデータ信号・制御接続６１を含む。
【００２７】
　ＵＥ５６が携帯電話ネットワーク６０およびＷＬＡＮ５８に関してアイドルである時、
ＷＬＡＮ５８および携帯電話ネットワーク６０は、それぞれのトラフィック用およびデー
タ信号用の無線チャネルを用いて、整合せず独立に、ＵＥ５６を呼び出すことができる。
ＵＥ５６の機能制約により、セッションは、２つのネットワークの一方との間でしか確立
することができない。
【００２８】
　ＵＥ５６はクラスＢであるので、ＵＥ５６が携帯電話ネットワーク６０に関してアイド
ルであり、ＷＬＡＮ５８に関してアクティブである時、携帯電話ネットワーク６０は独立
にＵＥ５６を呼び出すことができるが、ＵＥの制限（すなわち、クラスＢのＵＥは一度に
１つのアクティブモードにしかなれない）により、セッションを確立することはできない
。ただし、ＵＥ５６は、ＷＬＡＮセッションを破棄して携帯電話セッションを受容するこ
とを選択することは可能である。
【００２９】
　ＵＥ５６はクラスＢであるので、ＵＥ５６が携帯電話ネットワーク６０に関してアクテ
ィブであり、ＷＬＡＮ５８に関してアイドルである時、ＷＬＡＮ５８は独立にＵＥ５６を
呼び出すことができるが、ＵＥの制限により、セッションを確立することはできない。た
だし、ＵＥ５６は、携帯電話セッションを破棄してＷＬＡＮセッションを受容することを
選択することは可能である。
【００３０】
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　次に図６を参照する。図６は、ユーザ・ネットワークシナリオＢ１を示している。ネッ
トワークシナリオＢ１はシナリオＢ０と同様であるが、ＷＬＡＮ５８と携帯電話ネットワ
ーク６０の間にデータ信号・制御接続６４が存在する点で、統合レベルがより高くなって
いる。このシナリオでは、ＵＥ５６がＷＬＡＮ５８および携帯電話ネットワーク６０に関
してアイドルである時、ＷＬＡＮ５８および携帯電話ネットワーク６０が、ＷＬＡＮ５８
と携帯電話ネットワーク６０の間のデータ信号接続６４を用いて整合して、または整合せ
ず独立に、ＵＥ５６を呼び出すことができる。ＵＥの機能制約により、セッションは、２
つのネットワーク５８、６０の一方との間でしか確立することができない。
【００３１】
　ＵＥ５６が携帯電話ネットワーク６０に関してアイドルであり、ＷＬＡＮ５８に関して
アクティブである時、携帯電話ネットワーク６０は、ＷＬＡＮ５８と携帯電話ネットワー
ク６０の間のデータ信号接続６４を用いてＷＬＡＮ５８の無線チャネル経由で、または整
合せず独立に、ＵＥ５６を呼び出すことができる。しかし、ＵＥ５６がＷＬＡＮ５８のセ
ッションを終了することに決めなければ、携帯電話ネットワーク６０はセッションを確立
することができない。
【００３２】
　ＵＥ５６が携帯電話ネットワーク６０に関してアクティブであり、ＷＬＡＮ５８に関し
てアイドルである時、ＷＬＡＮ５８は、ＷＬＡＮ５８と携帯電話ネットワーク６０の間の
データ信号接続６４を用いて携帯電話ネットワーク６０の無線チャネル経由で、または整
合せず独立に、ＵＥ５６を呼び出すことができる。しかし、ＵＥ５６が携帯電話セッショ
ンを終了することに決めなければ、ＷＬＡＮ５８はセッションを確立することができない
。
【００３３】
　次に図７を参照する。図７は、ユーザ・ネットワークシナリオＢ２を示している。ユー
ザネットワークシナリオＢ２はＢ１と同様であるが、（サブシナリオ５２、５４の両方に
おいて）２つのネットワーク間にユーザトラフィック接続６６が存在する点で、統合レベ
ルがより高くなっている。
【００３４】
　ＵＥ５６が携帯電話ネットワーク６０およびＷＬＡＮ５８に関してアイドルである時、
ＷＬＡＮ５８および携帯電話ネットワーク６０は、ＷＬＡＮ５８と携帯電話ネットワーク
６０の間のデータ信号接続６４を用いて整合して、または整合せず独立に、ＵＥ５６を呼
び出すことができる。ＵＥ５６の機能制約により、セッションは、２つのネットワーク５
８、６０の一方との間でしか確立することができない。ＷＬＡＮ５８と携帯電話ネットワ
ーク６０の間にユーザトラフィック接続６６が存在するので、２つのネットワーク５８、
６０のいずれを経由してユーザセッションを確立してもよい。その選択は、例えばＱｏＳ
やセキュリティのようないくつかの基準に基づいてもよい。
【００３５】
　ＵＥ５６が携帯電話ネットワーク６０に関してアイドルであり、ＷＬＡＮ５８に関して
アクティブである時、携帯電話ネットワーク６０は、ＷＬＡＮ５８と携帯電話ネットワー
ク６０の間のデータ信号接続６４を用いてＷＬＡＮ５８の無線チャネル経由で、または整
合せず独立に、ＵＥ５６を呼び出すことができる。しかし、ＵＥ５６がＷＬＡＮ５８のセ
ッションを終了することに決めなければ、携帯電話ネットワーク６０はセッションを確立
することができない。ＵＥ５６がＷＬＡＮ５８のセッションを終了することに決めた場合
、携帯電話セッションを確立するために「最適な」ネットワークが選択され得る。
【００３６】
　ＵＥ５６が携帯電話ネットワーク６０に関してアクティブであり、ＷＬＡＮ５８に関し
てアイドルである時、ＷＬＡＮ５８は、ＷＬＡＮ５８と携帯電話ネットワーク６０の間の
データ信号接続６４を用いて携帯電話ネットワーク６０の無線チャネル経由で、または整
合せず独立に、ＵＥ５６を呼び出すことができる。しかし、ＵＥ５６が携帯電話セッショ
ンを終了することに決めなければ、ＷＬＡＮ５８はセッションを確立することができない
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。ＵＥ５６が携帯電話セッションを終了することに決めた場合、WLANセッションを確立す
るために「最適な」ネットワークが選択され得る。
【００３７】
　次に図８を参照する。図８は、ユーザ・ネットワークシナリオＣ０を示している。この
シナリオでは、ＵＥはクラスＣである。これは、ＵＥが、アイドルモードまたはアクティ
ブモードの間に、ＷＬＡＮモードまたは携帯電話モードのいずれかになることは可能であ
るが、同時に両方にはなれないことを意味する。したがって、シナリオＣ０～Ｃ２は、シ
ナリオＢ０～Ｂ２と同様に、２つのサブシナリオ１０２、１０４を含む。シナリオＣ０（
１００）のサブシナリオ１０２では、ＵＥ１０６とＷＬＡＮ１０８の間にユーザトラフィ
ック接続１１２およびデータ信号・制御接続１１４が存在する。シナリオＣ０のサブシナ
リオ１０４では、ＵＥ１０６と携帯電話ネットワーク１１０の間にユーザトラフィック接
続１１２およびデータ信号・制御接続１１４が存在する。シナリオＣ０では、移動体セッ
ション終了は、ＵＥが接続されているネットワークによってのみページングされ確立され
ることが可能である。他の接続されていないネットワークへの入来セッションは確立させ
ることができない。
【００３８】
　次に図９を参照する。図９は、ユーザ・ネットワークシナリオＣ１を示している。この
シナリオはシナリオＣ０と同様であるが、ネットワーク１０８、１１０間にデータ信号接
続１１６が存在する点で、統合レベルがより高くなっている。ＵＥ１０６がアイドルであ
り、携帯電話ネットワーク１１０（またはＷＬＡＮ１０８）に接続されている時、ＷＬＡ
Ｎ１０８（または携帯電話ネットワーク１１０）が、ＷＬＡＮ１０８と携帯電話ネットワ
ーク１１０の間のデータ信号接続１１６を用いて整合して、ＵＥ１０６を呼び出すことが
できる。ＵＥ１０６の機能制約により、セッションは、２つのネットワーク１０８、１１
０の一方との間でしか確立することができない。セッションがＷＬＡＮ１０８（または携
帯電話ネットワーク１１０）との間で確立される場合、携帯電話ネットワーク１１０（ま
たはＷＬＡＮ１０８）への既存の接続を切断し、ＷＬＡＮ１０８（または携帯電話ネット
ワーク１１０）へ新たな接続を設定しなければならない。
【００３９】
　ＵＥ１０６がアクティブであり、携帯電話ネットワーク１１０（またはＷＬＡＮ１０８
）に接続されている時、ＷＬＡＮ１０８（または携帯電話ネットワーク１１０）は、ＷＬ
ＡＮ１０８と携帯電話ネットワーク１１０の間のデータ信号接続１１６を用いて携帯電話
ネットワーク１１０の無線チャネル経由で、ＵＥ１０６を呼び出すことができる。しかし
、ＵＥ１０６が携帯電話（またはＷＬＡＮ）セッションを終了することに決めなければ、
ＷＬＡＮ１０８（または携帯電話ネットワーク１１０）はセッションを確立することがで
きない。このような場合、携帯電話ネットワーク１１０（またはＷＬＡＮ１０８）への既
存の接続を切断し、ＷＬＡＮ１０８（または携帯電話ネットワーク１１０）へ新たな接続
を設定しなければならない。
【００４０】
　次に図１０を参照する。図１０は、ユーザ・ネットワークシナリオＣ２を示している。
このシナリオはシナリオＣ１と同様であるが、ネットワーク１０８、１１０間にユーザト
ラフィック接続１１８が存在する点で、統合レベルがより高くなっている。ＵＥ１０６が
アイドルであり、携帯電話ネットワーク１１０（またはＷＬＡＮ１０８）に接続されてい
る時、ＷＬＡＮ１０８（または携帯電話ネットワーク１１０）が、ＷＬＡＮ１０８と携帯
電話ネットワーク１１０の間のデータ信号接続１１６を用いて整合して、ＵＥ１０６を呼
び出すことができる。ＵＥ１０６の機能制約により、セッションは、２つのネットワーク
１０８、１１０の一方との間でしか確立することができない。セッションがＷＬＡＮ１０
８（または携帯電話ネットワーク１１０）との間で確立される場合、携帯電話ネットワー
ク１１０（またはＷＬＡＮ１０８）への既存の接続を切断し、ＷＬＡＮ１０８（または携
帯電話ネットワーク１１０）へ新たな接続を設定してもよい。別法として、ＵＥ１０６は
、携帯電話ネットワーク１１０（またはＷＬＡＮ１０８）に接続されたまま、ユーザトラ
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フィックをＷＬＡＮ１０８（または携帯電話ネットワーク１１０）から携帯電話ネットワ
ーク１１０（またはＷＬＡＮ１０８）へルーティングしてもよい。これらの選択肢の間の
選択は、例えばＱｏＳやセキュリティのような基準に基づいてなされ得る。
【００４１】
　ＵＥ１０６がアクティブであり、携帯電話ネットワーク１１０（またはＷＬＡＮ１０８
）に接続されている時、ＷＬＡＮ１０８（または携帯電話ネットワーク１１０）は、ＷＬ
ＡＮ１０８と携帯電話ネットワーク１１０の間のデータ信号接続１１６を用いて携帯電話
ネットワーク１１０の無線チャネル経由で、ＵＥ１０６を呼び出すことができる。しかし
、ＵＥ１０６が携帯電話（またはＷＬＡＮ）セッションを終了することに決めなければ、
ＷＬＡＮ１０８（または携帯電話ネットワーク１１０）はセッションを確立することがで
きない。このような場合、携帯電話ネットワーク１１０（またはＷＬＡＮ１０８）への既
存の接続を切断し、ＷＬＡＮ１０８（または携帯電話ネットワーク１１０）へ新たな接続
を設定しなければならない。別法として、ＵＥ１０６は、携帯電話ネットワーク１１０（
またはＷＬＡＮ１０８）に接続されたまま、ユーザトラフィックをＷＬＡＮ１０８（また
は携帯電話ネットワーク１１０）から携帯電話ネットワーク１１０（またはＷＬＡＮ１０
８）へルーティングしてもよい。これらの選択肢の間の選択は、例えばＱｏＳやセキュリ
ティのような基準に基づいてなされ得る。
【００４２】
　本発明のもう１つの実施形態では、オフモードが、ＵＥによって望み通りに利用されて
もよい。ＷＬＡＮと携帯電話ネットワークの間に少なくともレベル１の統合がある場合、
ＵＥは、ＷＬＡＮに関して「オフ」でありながら、入来するＷＬＡＮ伝送について依然と
して通知されることが可能である。同様に、レベル１統合がある場合、ＵＥは、携帯電話
ネットワークに関してオフでありながら、入来する携帯電話ネットワーク伝送について依
然として通知されることが可能である。これは、ＷＬＡＮと携帯電話ネットワークの間に
レベル１統合がある場合、ＷＬＡＮと携帯電話ネットワークの間に存在するデータ信号・
制御接続経由で達成される。
【００４３】
　例として、再びシナリオＡ１（図３）を参照する。ＵＥ１６が携帯電話ネットワーク１
４に関してオフであり、ＷＬＡＮ１２に関してアイドルまたはアクティブである場合、携
帯電話ネットワーク１４は、ＷＬＡＮ１２と携帯電話ネットワーク１４の間のデータ信号
・制御接続２２を用いてＷＬＡＮ１２の無線チャネル経由で、ＵＥ１６を呼び出すことが
できる。ＵＥ１６内のＷＬＡＮモード回路で信号が受信された後、ＵＥ１６の携帯電話モ
ード回路へのハードウェア電力供給を手動または自動で復旧することができる。この例は
、ＵＥ１６がＷＬＡＮ１２に関してオフであり、携帯電話ネットワーク１４に関してアイ
ドルまたはアクティブである場合にも（ＷＬＡＮを携帯電話で、および携帯電話をＷＬＡ
Ｎで置き換えることによって）、等しく適用可能である。
【００４４】
　さらなる例として、再びシナリオＡ２（図４）を参照する。この場合、ネットワーク間
にレベル２統合がある。ここで、ＵＥ１６が携帯電話ネットワーク１４に関してオフであ
り、ＷＬＡＮ１２に関してアイドルまたはアクティブである場合、携帯電話ネットワーク
１４は、上記で説明したようにＵＥ１６を呼び出すことができるだけでなく、ユーザトラ
フィック接続２４を用いてＷＬＡＮ１２経由でＵＥ１６へ実トラフィック信号を転送する
ことも可能である。ＵＥ１６内のＷＬＡＮモード回路で信号が受信された後、ＵＥ１６の
携帯電話モード回路へのハードウェア電力供給は、ＵＥ１６がトラフィック信号に応答す
るためには不要であるので、オフのままである。ＵＥ１６で、あるキーを押すことにより
、ユーザは、入来するページングまたは呼を受信するために用いるモード（携帯電話また
はＷＬＡＮ）を手動で選択してもよい。さらに、このような選択は、所定の基準のセット
に基づくプロセスを用いて自動実行してもよい。この例もまた、ＵＥ１６がＷＬＡＮ１２
に関してオフであり、携帯電話ネットワーク１４に関してアイドルまたはアクティブであ
る場合にも（ＷＬＡＮを携帯電話で、および携帯電話をＷＬＡＮで置き換えることによっ
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【００４５】
　なお、本発明は、例えば、時分割二重モードを利用した第３世代パートナーシッププロ
グラム（３ＧＰＰ）ワイドバンド符号分割多元接続（Ｗ－ＣＤＭＡ）システムのような、
任意のハイブリッド型符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）／時分割多元接続（ＴＤＭＡ）通信
システムを用いて適用可能であり、実施可能であることが留意されるべきである。さらに
、いくつかの実施形態は、提案されている３ＧＰＰ　Ｗ－ＣＤＭＡの周波数分割二重（Ｆ
ＤＤ）モードのような、一般にビームフォーミングを用いたＣＤＭＡシステムに適用可能
である。
【００４６】
　以上、好ましい実施形態に関して本発明を説明したが、特許請求の範囲に記載されてい
る本発明の範囲内の他の変形形態は、当業者にとって明らかであろう。
【図面の簡単な説明】
【００４７】
【図１】ＷＬＡＮ・携帯電話共同システムのカバレジエリアを示す図である。
【図２】本発明の一実施形態によるユーザ・ネットワークシナリオＡ０を有するワイヤレ
スシステムを示す図である。
【図３】本発明の一実施形態によるユーザ・ネットワークシナリオＡ１を有するワイヤレ
スシステムを示す図である。
【図４】本発明の一実施形態によるユーザ・ネットワークシナリオＡ２を有するワイヤレ
スシステムを示す図である。
【図５】本発明の一実施形態によるユーザ・ネットワークシナリオＢ０を有するワイヤレ
スシステムを示す図である。
【図６】本発明の一実施形態によるユーザ・ネットワークシナリオＢ１を有するワイヤレ
スシステムを示す図である。
【図７】本発明の一実施形態によるユーザ・ネットワークシナリオＢ２を有するワイヤレ
スシステムを示す図である。
【図８】本発明の一実施形態によるユーザ・ネットワークシナリオＣ０を有するワイヤレ
スシステムを示す図である。
【図９】本発明の一実施形態によるユーザ・ネットワークシナリオＣ１を有するワイヤレ
スシステムを示す図である。
【図１０】本発明の一実施形態によるユーザ・ネットワークシナリオＣ２を有するワイヤ
レスシステムを示す図である。
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【図９】 【図１０】



(16) JP 4230995 B2 2009.2.25

10

20

フロントページの続き

(51)Int.Cl.                             ＦＩ                                                        
   Ｈ０４Ｌ  12/56     (2006.01)           Ｈ０４Ｌ  12/56    １００Ｃ          　　　　　
   Ｈ０４Ｌ  12/66     (2006.01)           Ｈ０４Ｌ  12/66    　　　Ａ          　　　　　

(72)発明者  プラバカー　アール．チトラプ
            アメリカ合衆国　１９４２２　ペンシルベニア州　ブルー　ベル　ブロチャント　ドライブ　１３
            ５

    審査官  遠山　敬彦

(56)参考文献  特開２０００－０３２０３２（ＪＰ，Ａ）
              特開２００２－１５７１８１（ＪＰ，Ａ）
              米国特許第５７５１７０８（ＵＳ，Ａ）
              米国特許第６２４３５８１（ＵＳ，Ｂ１）

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              H04B 7/24-7/26
              H04Q 7/00-7/38


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

